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ˮ♆θκχ ẔψʺṓῙ τϢϥ₤ Υ︡ ΰχνΤσΜϜχρσϥ ᵦ ϒʺẍ

τựξΜοΜϘβʻ♆θκψʺṓῙ ⁸ לּפּ ḭ

ךּ ︣Ḯ˯

͎͎͌͏ ͓Ὦ͎͓ 、「地球温暖化の時代は終わり、 ẔΥ βϥⱲ Υ ΰ

θ」と警告した。

͎͎͌͏ ͕Ὦ͎͌ 、「人類は地獄への扉を開けた」との見解を示し、 ⁯ΥКБ

ЕЉкϬ͎͌͐͌ Ϙπτ βϥάρϬẐϛθʻ

͎͎͌͏ ͍͎Ὦ͍ COP28

ψ ⁸χ ϬᵫΦϘΰθ。恐ろしい暑さが恐ろしい影響を及ぼしています。
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技術振興機構 (jst.go.jp)
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╩ἷ ӊꜛᴪ ṐϬםᾝϒχϯϱДϯʻԁⱳᾆẕは水力発電（集中）を分散してメカニツクで実現できないか。特許３件取得するも断念ʻ

ⱳᾆẕは、一次研究を断念した課題を解決すべく、͏DФзрЌ˔Ϟק の活用を研究。ק は、回転する速度の２乗に比例ΰʺᵕ Ἲχ

ήτ βϥʻこのק ˢϙΤΪχ ）を外部に取り出し活用させることはできていない。₈ᵕχ は、ԁⱳᾆẕχ ᴮである、͎꞊ᵕ

к˔Ќ ρׁכּ ḕχ―Π を活用し、全て自然エネルギーで継続した発電を可能にした。４ブロツクに分けてアイデアを説明。 ԁⱳᾆ

ẕχ ╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑʻ ψṪ ρק χᶨ ʻ ψ ⱳᾆẕχᴿ ρ ᴂʻ ψ ⱳᾆẕ ᴮχ ʾ ꜠χ ӊ ʻ

ᵵ

ӊ ᾝϒχם ϯϱДϯ

Ⱨ
ק

Ṑ

一般的な用途では2000G～4000G、医療分野な

どでは10000G以上の遠心力を発生させるケー

スもあります。一般的な用途でも、 χ2000

˙4000 χ Ϭ させていることになります。

ק
円筒軽の型を高速回転させた状態で溶融させ

た金属を流し込み、回転の遠心力を利用して

加圧シ、パイプを製造する方法

͏DФзрЌ˔χ ᴟ

トーラス状のד Ḛ やד ׁ ʺ ╛σἹ Ϭ Ӭτ

⌠ᴦ τʻ

ד にて流体を増圧し水圧ジャツキ指定の圧力を維

持し発電。活用後の流体は ḕさせる。一定量水を

装置内で循環利用する発電装置

特許第6130965号（流体機械、発電装置及び増圧装置）
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地球の水の自然循環

ӊ
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╩

ⱳᾆẕχᴿ ρ ᴂ

装置をᵕ ήδϥϵКиϻ˔を

脱炭素に

Ӭ χᵔ ʺ Ṁ

χế χΰ ʺϵКиϻ˔

χΰ ʻ

自然エネルギー制約の軽減

遠心力のᵰ ᶨ の方法

χԁ Ϭ ḕ► β

ϥ

͎͐Ⱳḧᴶ Ϭᴦ τβϥτψ

ꜛ ϵКиϻ˔（太陽光・風

力・・・）・ペロプスカイト

蓄電池

◆液体を貯留する回転槽。遠心力を増幅。

͏DФзрЌ˔Ϭᶨ ΰ Ϭ Ӭに。

回転溶液槽の流体の圧力を保持しʺӊ Ϙ

Ϥのᾧ ׁ ϒ χӱ“ΰʺ͎꞊ᵕ

к˔Ќ Ϭᶨכּ ΰӊ Ӳⱱρ Ϭ“Ξ

外部活用後の流体を装置内で循環させる。 ṓ

ӊᶨ ΰ Ϭ π ḕ► Ϭᴦ τβϥʻ

２軸回転ロータ水車を仮に４か

所に設け発電。２種類の運用を

制御する。

ˣ͎ ᶤΰοχᶨ

３箇所の外部活用を発電に

１箇所の発電を蓄電池へ,又、回転動

力にも
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ԁⱳᾆẕ

̗ ӊЅаБϺτϢϥӊ Ӳⱱʻ

製造が難易なこと、圧力漏れ

が想定される ・等の問題が

ある。
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╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑ
１

特許第6249543号（流体機械、͎꞊ᵕ ǁƖƦּכ）

特許第6671061号(ׁ ḕ ）

Ẩᶨ

ˢ͏DФзрЌ˔ρק χᶨ ˣ

２

３
ᴂᴿ

꜠χ ӊ 分散型水圧自家発電機は、ꜛ ϵКиϻ˔を元電源として蓄電池を併設。モータで溶液槽を回転させ発生する、ק ˢϙΤΪχ ˣを増幅しᵰ

ᶨ Ϭᴦ にし βϥʻᶨ ῇχ ψ π ḕさせ、増幅したエネルギーの一部を蓄電や装置稼働エネルギーにも使用し、自然制約

（太陽光・風量・・）を克服し、再生可能エネルギーの継続稼働を可能にする。

遠心力で増大させたエネルギーを使用して、継続的な発電が可能にならないか？

ק ψʺᵕ βϥ χ͎ τ ΰʺᵕ Ἲχ ήτ ΰϘβʻˢ回転速度を２

倍にすれば４倍に、４倍にするれば１６倍の遠心力を得ることができる。遠心分離機・・等

に何万倍もにも、成功している）。◆しかし、このק ˢϙΤΪχ ）を外部に取り出し

活用させることは難しくできていない。
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Ẕχ χꜛ ḕτϢϥ Ϭ ЮϸИБϼπ ◕ ᴦ τβϥτψˁˁˢ ӊ ˁ χ ḥ ˁˣ

・太陽光、風
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ԁⱳᾆẕὫᴮχ ʾ ˢ͎꞊ᵕכּ к˔Ќˣρԁ

χ ḕ► χ―ΠϬᶨΤΰ ӊτνΜοψʺ͏DФз

рЌ˔χ το Ӭτ ӊІОϱжиϾ˔ЄрϽχ

⌠ ΥπΦϥϢΞτσϤʺק ϬḯϚ ˑσ ӊ

ԍϬ︡Ϥ₅ϙʺꜛ ϵКиϻ˔τϢϤІОϱжиϾ˔

ЄрϽꜛ Ϭᵕ ήδʺ ӊΰ ʾ ΰ ᴶ

Ϭᴦ πΦϥρ―Πθʻ

╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑ

Ẩ

ḻ

形態の一例

直接的な動力補助

４

Ṫ

ׁ Ϭ βϥᵕ

外部に噴射し活用

外部に噴射された液体を還流

͏DФзрЌ˔に

よる σἹ

ק ψʺᵕ βϥ χ͎ τ

ΰʺᵕ Ἲχ ήτ ΰϘβʻ

ˢ ˣק Ϭ͍͌ τβϥτψʺᵕ

Ϭ͏ʽ͍͒ τʻ

σἹ

ḻ͎͎͌͑˵͎͔͓͌͏͑

ᵰ

ᶨ

ʾ

この ӊ は、液体を貯留する回転槽から、液体を外部に噴射し、

エネルギーを活用し、活用済の液体を元の液体を貯留する回転槽に還

流させ、 χԁ χ ḕᶨ Ϭᴦ τβϥ。



２０２４年０１月３１日

【水圧発電の開発について】

２０２３年７月 世界中で熱波・山火事・氷河の融解・洪水・・等、異常気象による災害が多発し、

グレーデス国連事務総長は「 Ẕᴛ ᴟχⱲ ψ ϩϤʺ ẔΥ βϥⱲ Υ ΰθ˯と警告を

発しました。地震大国日本では、首都直下型地震、南海トラフト地震の近未来予測があるにもかかわ

らず、原子力発電の再稼働・拡大の方向が示されました。エネルギー資源存在に起因する戦争も発生

しています。脱炭素・脱原発が可能な自然エネルギーが必要です。

ΊϞ χϢΞτꜛ ֲốϬ Ϊϥ πψσΨʺ ῙϞ τֲốήϦσΜπʺЮϸИБϼπ

▀ᴦ σꜛ ϵКиϻ˔χ Υ πβʻ

弊社は、パスカルの原理が油圧・水圧・・等の機械に活用されているのと同様に、圧力を活用して

の発電を研究してきました。

発明者は、ダムの位置エネルギー、 ӊ χӊ ϵКиϻ˔を人工的圧力に代替え可能なことに

着目し、ЍЭχ ˢ ˣϬ ᵓˢ ╩ˣできないかと研究してきました。２０数年の継続研究を

経て特許３件取得し、装置名をˮ ╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑ」（大型冷蔵庫の大きさ）で ӊ ρΜΞ

꜠にしました。

この新しいエネルギーの活用による発電は、ͨ˴͏͚τ ›ΰʺ︠ ᾛᴟΥᴦ な ╩ἷ π

す。ЮϸИБϼχϙπʺЍЭχ ˢ ˣϬ ᵓˢ ╩ˣπםᾝϬᴦ τβϥものです。太陽光

（メガソーラ）や風力発電の、環境破壊が指摘されていますが、このような環境破壊をしない、理想

の自然エネルギーです。技術革新で世界が一番欲しいものは、自然エネルギーで天候や場所に左右さ

れず安価で環境破壊の無い、量産可能な発電装置ではないでしょうか。実現すれば、ϵКиϻ˔χӗ

ρӗ ằẚʺὊↄρḕẽχ Υᴦ となります。ϵКиϻ˔χ ∕π βϥ ψσΨσ

Ϥʺ σ ᵦϜṍ πΦϘβ。

エネルギーの χ ᴟ、AIの進展、DXが進展すれば、ますますエネルギーの要求が増していきま

す。省エネだけではグリーン電力需要を満たすのは困難です。

自動車のEV化の流れの中で、この発電装置（大型冷蔵庫）をトラツクやバスに搭載すれば、

ꜛᾪ ꜠EVとなります。走行時以外は、Ｖ２Ｘとして発電した電力を活用することも可能になりま

す。自動車は、CO2排出のマイナスではなく、自然エネルギーを発電する小型発電機となります。

電動船や電動航空機の話題も目にします、これらも研究し搭載可能にすれば蓄電池や航続距離の問

題も解決します。この発電装置は、モビリテイやスマートシテイ等にも関係してきます。又、 ╩ἷ

σχπ ▀ πϽз˔р Ϝ ᴦ πβ。 ᶈ ϜΩ ᾢπβϙϘβʻ

現在、弊社の分散型水圧自家発電機は、実証機製作が資金不足で中断している状況で、特許以外の資

産は全てを喪失している状況です。

革新的エネルギーは、協業を求めても困難なのが現実です。実証機製作ができていませんが、重力

利用と考えたときの大きな課題は、特許３件でクリアし、あとは既存の最新技術で可能と考えていま

す。

新しい、 Ῥ ӊ ρΜΞꜛ ϵКиϻ˔ᶨ χ Ϭ Φʺ ӊṐᵣχϢΞτʺ Ϝ ῙϞ

τ₮֒ήϦσΜπʺЮϸИБϼπ ▀Υᴦ ρσϤϘβʻ

ワツトの蒸気機関は、ピストンの上下運動を回転運動に変える仕組みを発明し、その発明が産業革

命の原動力となりました。弊社の発明も、それに類する ΰΜꜛ ϵКиϻ˔ᶨ χ Ϭ Ψものと

考えます。

ϵКиϻ˔と言われる、宇宙太陽光発電、核融合発電、メタンハイドレード等・・等、どれだ

けの費用を投じて、何時できるのでしょうか？、環境破壊は無いのでしょうか。又、それを活用する

には、ϱрТжᶈ Υ です。それと比較すれば、ˮ ╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑ˯は、S+3Eに適合し、

地産地消の分散型発電です。環境破壊も無い、量産可能で主力電源化や調整電源としても便利な

χ ╩ です。 Ὁへの活用も可能です。

͎͎͌͑ ͎Ὦ ᾝ∕ʺήϣτ―Π Υ ᴟΰοΜϘβʻד τϢϥ ψʺ Υ Ӭ

σάρʺ ӊʾ ╗ʾЄ˔иˢӊ Ϧχᴦ ˣ χᴿ ΚϤϘΰθʻΰΤΰʺ͏DФзрЌ˔χ

Ṫ χ קʺ ˢᵕ βϥ χ͎ τ ΰʺᵕ Ἲχ ήτ ʻᵕ Ϭ͎ τβ

Ϧω͐ τʺ͐ τβϦω͍͒ χק Ϭ ϥˣχᶨ τϢϤʺϢϤ ӬτЮϸИБϼπχꜛ ϵ

Киϻ˔ Υᴦ ρσϤϘΰθʻ Ϭᵕ ήδϥϵКиϻ˔Ϝꜛ ϵКиϻ˔ρ Ϭᶨ

ΰʺϢϤ῟ σ ᴟΥᴦ ρσμθʻᾝ∕ʺ Ẩ ḻ ʻ

これからの行動でṓῙ←ᵲϬ Ϭ に、なるべく軽減させることはできるのではないでしょう

か。 ʾꜛ ϵКиϻ˔ˢ ӊ ˣϬםᾝしていくことがエネルギー問題・気候変動対策としての

大きな手段ではないでしょうか。

エネルギー問題は、今や Ẕṛ χᴿ である。弊社の発明により、 χ ίήϦθ ψ

ΤϦθρ◘ΜϘβʻ χᶨ τνΜοʺ拒否姿勢ではなく、宇宙太陽光や核融合発電・・等と同じ

ように ϵКиϻ˔χᴦ χԁνρΰοχ ꜡されないかと考えます。

χᾆẕϬṁτΰοʺᶆᾆẕṐḩϞזּ ᶘζΰοḼỘΥʺ ӊ τ ΰʺᴦ Ϭ Ẑΰʻ

ᾖ◓ ʾ ˔ᵓʾϵКиϻזּ χ Μ σּזᵓϬםᾝπΦσΜπΰϡΞΤ。

各企業も、 ᵓχזּ χꜛ ϵКиϻ˔ϬםᾝβϓΨʺꜛּזχᾆẕ ӽとして取り組んでいけた

らと思えてなりません。（核融合や宇宙太陽光・・等 相違し、各企業で研究可能です。）

ΰΜʺ Ῥ ӊ ρΜΞꜛ ϵКиϻ˔ᶨ χ Ϭ Φʺ ӊṐᵣχϢΞτʺ Ϝ ῙϞ τ

₮֒ήϦσΜπᴦ τΰʺꜛ ϵКиϻ˔χӗᴣ χ ằΰʺGX▀Ộᶗ ϬṞδσΜΤρ―ΠϘβʻ

ᾖ ρ Ϭ ΰʺϵКиϻ˔ӗ ρӗ ằẚϬםᾝΰʺὊↄρḕẽϬ させ、 ᵦ

χ͎͌͑͌ ϸ˔ЩрИв˔ЕжиϬםᾝήδ、 χ◓ằ τⱱ ᴦ σ ẔḕẽϬ▪ΰοΜΦθ

Μρ◘ΠοσϤϘδϭʻ

株式会社 WGE

͎͌ʿ ӊ ˮ ╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑ˯χᵫ



͎꞊ᵕ к˔Ќ˔ψ ╩ἷ ӊꜛᴪ

Ṑχ χכּ ΦϬΰϘβʻ χ χ

ϢΞτ Φσᵕ ΥЍϱЗЯϬᵕ

ήδο ΰϘβʻ άχ ψכּ

ϙ₅ϘϦʺᶆк˔Ќ˔ψᵰ πϻϯ

ὫήϦʺЄзрЍ˔ πṐ ήϦʺ

Ẋԏῢτк˔Ќ˔Υ βϥρʺӊ

χ ӊπꜛ τἄ ΰʺ₮֒χк˔

Ќ˔ψῖ῀τṛ ΰΨẊʾ ϬἣϤ

ΰᵕ ΰϘβʻΥʺ χ ψσ

Ψʺк˔Ќ˔χᵕ πꜛ τ ϩϥ

ЄІГЭψʺ 100̋ π χכּ

῟ ΰ τ ΦΨḩϩϥṐ   ψʺᶗ

σДНϱІϬ  ΰοΜϘβ

◕ἷ ꜛᴪ Ṑχ ︠σ ẨṪ╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑχ

͌͏ʽ ╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑχ Ẩᵵ ˢ ד ӊ ͎꞊ᵕ к˔Ќ כּ ḕ ⱳᾆẕ ӊ ˣ

一次研究の͎꞊ᵕ СІЕрἄ ρ ḕЄІГЭ の考えを活か

し、３Dプリンターを活用した、略円錐状の螺旋形状を有する管路を含む溶

液管路槽を設け、このḚ ϬḯϚ УкБϼϬᵕ とした。
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ʾ

ꜛ

ϵ

К

и

ϻ

ẇ

ᶨ

Ẩ ḻ

ԁⱳᾆẕὫᴮχ ʾ ˢ͎꞊ᵕכּ к˔Ќˣρԁ

χ ḕ► χ―ΠϬᶨΤΰ ӊτνΜοψʺ͏DФз

рЌ˔χ το Ӭτ ӊІОϱжиϾ˔ЄрϽχ

⌠ ΥπΦϥϢΞτσϤʺק ϬḯϚ ˑσ ӊ

ԍϬ︡Ϥ₅ϙʺꜛ ϵКиϻ˔τϢϤІОϱжиϾ˔

ЄрϽꜛ Ϭᵕ ήδʺ ӊΰ ʾ ΰ ᴶ

Ϭᴦ πΦϥρ―Πθʻ

╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑ

Ἱ χԁ



自然エネルギー 自然エネルギーを元電力として使用し蓄電池に電力を蓄える。

太陽光・風力・・・

蓄電池 ①の自然エネルギーからの蓄電。また、本装置である分散型水圧自家発電機で発電する、一部の電力を

　蓄電に廻し、昼夜・天候・場所・・等の変動要因の影響を受けず、本装置の連続稼働を可能にする。

ׁ Ϭ βϥ

ᵕ

スパイラルケーシング

ӊ 高圧流体の溜槽であり、２軸回転ロータ水車の注入口に高圧流体が注入される。

２軸回転ロータ水車

仮：４基　を活用

自然循環揚水配管

自然循環揚水配管

・太陽光、風

力・等の

自然エネルギー

蓄電池

発電

ʾ

ꜛ

ϵ

К

и

ϻ

ẇ

ᶨ

Ẩ ḻ

ԁⱳᾆẕὫᴮχ ʾ ˢ͎꞊ᵕכּ к˔Ќˣρԁ

χ ḕ► χ―ΠϬᶨΤΰ ӊτνΜοψʺ͏DФз

рЌ˔χ το Ӭτ ӊІОϱжиϾ˔ЄрϽχ

⌠ ΥπΦϥϢΞτσϤʺק ϬḯϚ ˑσ ӊ

ԍϬ︡Ϥ₅ϙʺꜛ ϵКиϻ˔τϢϤІОϱжиϾ˔

ЄрϽꜛ Ϭᵕ ήδʺ ӊΰ ʾ ΰ ᴶ

Ϭᴦ πΦϥρ―Πθʻ

╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑ

ᴶ ᾖ χᵵ╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑ

͌͐ʽ˲ ╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑ χ ᴶ ᾖ χᵵ ˳

圧力留槽

２軸回転ロータ

円錐螺旋管路

自然循環揚水配管

ﾓｰﾀ

１

２

３

４

６

５

ꜛ ϵКиϻ˔

・太陽光、風力・・等１

２

３ ІОϱжиϾ˔ЄрϽ

モータでᵕ させ

高圧流体を生成

４

ӊ

圧力流体を２軸回転ロー

タに注入

‰

ӊ

͎꞊ᵕ к˔Ќ ˢ͐ṁˣכּ

ˢ͍ˣכּ

ˢ͎ˣכּ

ˢ͏ˣכּ

ˢ͐ˣכּ

►

ↄ

ϙ

ꜛ ḕ Ḛ６

ԁ χ ḕ►

５

入力 出力

Я˔Ќ

ᴶ ᾖ ˢ ʺ ˣχФкЈІ

１

２

３

６

５

４

略円錐螺旋管路を内蔵するスパイラルケーシングをモータで回転させ、内臓する流体を高圧流体に生成し、

圧力溜槽に注入する増圧装置である。◆増圧要素：ק ˢϙΤΪχ ˣは、ᵕ χ͎ τ ˢ͎

τβϦω͐ τ͐ τβϦω͍͒ ˣβϥʻק Ṑ πψᴡ τϜ ῞ΰοΜϥʻ

２軸回転ロータ水車は、高圧流体が注入されると自動的にロータが回転し、自動的に流体の吸入と排出が行

われます。複数基の活用が可能で、１基による発電を蓄電池に蓄電することにより、①自然エネルギーの発

電環境（昼・夜、天候・・）に影響されずに継続的な発電が可能となる。

大気開放槽

２軸回転ロータ水車から排出された流体は、大気開放槽を通じてサイホンの原理で揚水されスパイラル

ケーシングの略円錐管路に吸入され、装置内の一定量水の循環使用が可能となる。

ԁ

χ

ḕ

►

ⱳᾆẕ
ק Ϭᶨ ΰθ™ϵК ʻ自然エネルギーと蓄電池を

使用。円柱溶液槽（円錐螺旋管路を内蔵）をモータで回転させ、

遠心力を活用して増圧し圧力流体を生成する。圧力流体は、圧

力溜まりの固定溶液槽に注入され。２軸回転ロータ水車に注入

される。２軸回転ロータ水車は、圧力流体の注入により、自動

回転します。又、給排水の働きを同時に行い、完全分離の圧力

遮断機能を有し、吸入・排出を異相位に交互に連続して駆動す

る特許技術です。２軸回転ロータは４基（仮定）を設置し、一

基からの発電は蓄電池に蓄電（又は、直接的に動力補助に〉。

３基を発電として使用。２軸回転ロータの排出流体は、装置内

の大気開放槽を通して揚水し再利用され、装置内の一定量水を

循環使用する。

ק˲ ψʺᵕ χ͎ τ ΰˢᵕ Ϭ͎ τβ

Ϧω͐ τʺ͐ τβϦω͍͒ χק Ϭ ϥάρΥπΦ

ϥˣ。͍͌ τΰϢΞρβϥσϣᵕ Ϭ͏ʽ͍͒ τβϦ

ωᴦ ʻ

άχק χ Ϭᵰ τ︡Ϥ ΰʺϵКиϻ˔χᶨ Ϭᴦ τ

ΰθ πʺ πԁ Ϭ ḕ► βϥάρτϢϤʺὋ

σ™ϵК Ϭᴦ τΰθ πβʻ

Ἱ χԁ



͌͑ʽ Ῥᶘ ●χṍ χᾠ ρ χ◘Μיּ

分散型水圧自家発電への期待



Ḝ

◆世界にどれだけ、自国の脱炭素の

目標を達成させるために、影響を与

えられるか。ṓῙ ψ ᵦ πν

σΥμοΜϥʻˮ ᵦṛ χṓ ←

ᵲ˯Υ θϤ τʻなるべく早急に

実現し、大難の

Ḝ を目指す。

ṓῙ τϢϥꜛ ←ᵲχ ᴥ

͎͎͎͌

２０２２年：世界中で熱波、山火事、干ば

つ、水害、が多発。ОϺІЌрでは氷河融

解を伴う水害が発生。国土の１/３が浸水。

⁯ではハリケーン「イアン」で１００名

以上死亡（損害１０兆円試算も）

͎͌͏͌

͎͌͑͌

ꜛ

←

ᵲ

ψ

ᴥ

既存の自然エネルギー（太陽光、

風力・・）、水素・アンモニ

ア・・等では困難。

ᵓϬᴦזּ τβϥʺϵКиϻ˔χϱЛЦ˔ЄдрΥ

ᵔὨ├

ʾꜛ ϵКиϻ˔ˢ ӊ ˣᶨ

˲ ╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑ χ ם ᴟʾּזᵓם ˳

ϵКиϻ˔χӗ ʾӗ ằẚ Ϝ

小型化 車（商業車、自家用車、建機）を実現

ᴛ ᴟϹІ⌡ᾚ χ ṍ

後進国では 特に

Ὂↄρḕẽが βϥϵКиϻ˔Υ ʻ

ᴦ

▀ỘχGXϱЛЦ˔Єдр

ᵵ

ḼỘχṓῙ ᴂτνΜο 、ṓῙḩ χзІϼρṐᵓ。各業界・企業ごとにリス

クは異なるが、共通するのはリスクをḜ ˢ зІϼʺӱ“зІϼˣ。又、この危機

を成長のṐᵓととらえることです。自社グループの温暖化ガス削減目標を早期達成し、

その手段をもって成長の機会とすることです。そこで、具体策として弊社の発電装置の

実現・社会実装が、リスクの緩和への脱炭素と成長可能性の機会と考え、弊社の技術を記載し

ました。

ϵКиϻ˔Ɫᾛψᴡ τπϜ

スコープ１、２，３

χ

ᴛ ᴟϹІ⌡ᾚ

〇温暖化ガス

削減計画の情報開示

●

〇GXリーグ

ˑσ Φ

ϵКиϻ˔

Ɫᾛχ ∕Ḅ

ω

ν

╦

ᴲ

Ⱨ

豪

雨

・

水

害

₳

←

ᵲ

ᵤ

ᴱ

ṓῙ πꜛ ←ᵲ зІϼ ᴥ
χ ：２０３０年 ᴛ ᴟ

ϹІ １３年度比４６％減、さ

らに５０％削減へ挑戦。

２０５０年に実質CO2排出ゼロ

Ḽ ỘT
C
F
D ṓῙḩ χзІϼρṐᵓ

Ṑ

ᵓ

Ỳ χ ΫΥ Ψ

кЄϯ ϳϼжϱЗ ῼ

Ḝ

・北極

・ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ

・南極・氷河

電力需

要増

DC：消費電力

ﾈﾂﾜｰｸ分野・・

AI ,͙ͭχ

未知の感染菌も

出典：IPCCAR6,2021

з

І

ϼ

⌠

ᵲ

ꜛᾪ ꜠͚ͫ

ꜛᾪ ꜠͚ͫ

大型化 船舶、飛行機、電車・を実現

͌͒ʿ ḼỘχṓῙ зІϼ ϒχḜ ρṐᵓ ˲ ӊ χ ӛ˳

DCのサーバーのように、

発電装置を大量に活用。メ

ガ発電も可能に



２０２４年　０１月２７日

https://www.tokyo-np.co.jp/article/304462

https://www.tokyo-np.co.jp/article/303094

GX実現に向けた基本方針について｜資源エネルギー庁 (meti.go.jp)

͓͌ʿ ᾖ ＆ 脱炭素に向けて

ṛ ӦԌᵓΥ ᴦΰθ

ṁ

ʾ ≤᷁֕ᾖ

（１２０９）

・ ᵤ ᾖ

（１００９）

・ ᾖ

（１０００）

ʾ ᾖ

（８８０）

ʾ ᾖ

（８５６）

・‰ ᾖ

（７００）

・伊方原発

（６５０）

ʾᾜᵤᾖ

ʾ ᾖ

（͎͒͌）

τϢϥᾖ χḾᾑ

火力発電は私たちの常識の通り、自身が襲っても火をとめればすぐに安全になります。しかし、ᾖ πψᶋ ᴂϬρϛ

οϜʺ ṓπ Ϭ Ϥ ΪσΜᾢϤʺᵃ⁵ⱧᾮτσϥχπβʻΜϩω ΰθϤ ΰθϤβϥιΪπᵃ⁵Ⱨᾮτσϥχπ

β。原発は運転を止めるだけでは安全を確保できないという私たちの常識が通用しない技術なのです。ᶆᾖ χ Ϟ Ḛ

χ Υ Μために強い地震による停電や断水の危険性が大きいのです。しかし、 ᵓּזψˮάχᾖ τᾢμοψ

͒Ϟ͓χếΜ ψ Ϙδϭから安心してください」と言っているのです。いつ大きな地震がどこで起きるかを予測す

ることはできていません。また予測できたとしても、短期間で原発の耐震強度を増すことはできせん。そう考えれば、原発

の電力に依存する事は大きなリスクであると言わざるを得ません。ᾖ χ ψ ḧχ Ю˔ϸϢϥϤ Μχπβ。

⁯

P46 ˲ ẏᾖ ˳なかでも͐͌ ӟ ϬὊᵃΰθᾖ Ϭ ẏᾖ と呼びます。老朽原発は運転してはいけません。自動車で

も家電でも老朽化すれば動いている途中で突然止まりますが、自動車が突然止まっても後ろから衝突されない限り事故には

なりませんし、家電の場合も大事故にはなりません。ΰΤΰʺᾖ ψ֫ τ ♁Ϙμθϣ ϞβάρΥ ΦσΨσϤ

Ⱨᾮτσϥχπβʻ４０年前に製造された飛行機に乗ることを想像してみて下さい。

GXםᾝτΰΪθṁ

῟ᴮχ‰Μʺᾖ◓ Ϭᶨ βϥ

原子力は出力が安定的で自律性が高く、安定供給とカーボンニュートラルの

実現の両立に向けて、脱炭素のベースロード電源（季節や天候、時間を問わ

ず、電力を安定的に供給できる電源）として重要な役割を担っています。そ

のため、安全最優先で再稼働を進めます。

まず、既存の原子力発電所を可能な限り活用するため、運転期間については、

現行制度と同様に「֫ ṍḧ40 、延長を認める期間は20年」という実質的

な運転期間の「60年」という上限は維持した上で、安全規制の変更や、裁判

所の仮処分などにより発電所が停止していた期間については、原子力規制委

員会の厳格な安全審査がおこなわれることを前提に、一定の期間に限り、

「60年」の運転期間のカウントから除外することを認めます。

また、廃止を決定した原発の敷地内での建て替えを対象として、新しい安全

メカニズムを組み込んだ次世代革新炉の開発・建設に取り組みます。

ˮGXםᾝτΰΪθṁ ˯が発表された。その中で、原子力については、運

転期間の延長についても述べられています。３．１１の福島原発事故を顧慮す

れば、脱原発に進めるべきと考えます。左記の樋口裁判官の著書ˮ♆Υᾖ Ϭ

♁ϛθ ˯に、原発の耐震性は低く、原発事故のもたらす被害は、極めて甚

大でありまと記載しています。自然災害に絶対の安全はありません日本は地震

大国です。ついては、著書より「地震による原発の危険性」を記載しました。

脱炭素社会に向け、原発が必要といわれる現状ですが、 ʾꜛ ϵКиϻ˔

ˢ ӊ ˣˮ ╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑ˯を実現できれば、 Ϝ ᾖ χ

Ϭםᾝβϥᴦ Υ‰ϘϥχπψσΜπΰϡΞΤʻ

ᵵ

令和５年２月

GX実現に向けた基本方針について｜資源エネルギー庁 (meti.go.jp)

S+3E

˓ӗ Ω φー 水力の為、安全。適合。

˓Ɫᾛꜛẚ φφ 圧力と水なので資源自給率は１００％。適合。

˓ḕẽ ›φφφ CO2ψ δγ ʻ ›Ƈ

˓⁯ φφφφφ 無燃料なので低コスト化が可能。適合。

◆︠ ᾛᴟΥᴦ πᾖ◓ χӢ Ϭὖᾚ

̗︠ ᾛᴟΥᴦ πὊↄ τꜛ ΰ ᴟτ ›

◆ ╩ἷϵКиϻ˔ρ ӽᵫ χ τ ›

╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑ

ӊ

ᾖ

ϒ

͍ʿᾖ ⱧᾮχϜθϣβ ᵲψớϛο ʻ

͎ʿζϦϠΠτᾖ τψ‰ χӗ Υʺ

ẐϛϣϦϥʻ

͏ʿ ⁯ τΣΜοᾖ τ‰ χӗ

ΥΚϥρΜΞάρψʺᾖ τ‰ χ Υ

ϥρΜΞάρτϕΤσϣσΜʻ

͐ʿᵈΥ⁯χᾖ χ ψớϛο Μʻ

͑ʿϢμοʺᾖ χ֫ ψẨήϦσΜʻ

ẘ Ω ᴥ ˢϹиˣ

震度７ １５００ガル程度

͒ế ͔͏͌˙͍͑͌͌Ϲи

פֿ͒ ͎͑͌˙͔͏͌Ϲи

震度５強 ２４０～５２０ガル程度

震度５弱 １１０～２４ガル程度

震度４ ４０～１１０ガル程度

ᾖ χ ế ψ ḧχ Ю˔ϸ˔ϢϤϜ Μ

͏͌

ӟ

ᵤЕжТЕ ʿЫϽИЎв˔Ж͕ʽ͌と

され、被害が最大となるケースでの

死者・行方不明者が３０都府県で

約３２３，０００人、全壊は２，３８６，０

００棟と想定されています。

ᴞἷ ʿЫϽИ

Ўв˔Ж͓ʽ͌とされ、

３０年以内の発生確率は

７０％。

出所：気象庁「地震発生のしくみ」

ϒ

IPCC ⱳ ᴣ ⁮ （２０２３年３月２０日）

◆１．５ᴈ目標達成と気候危機回避に向けて、

今すぐ、できる限りの気候変動対策を

̖ϽГ˔йІ⁯ Ⱨ ψʿˮ ψ χ τΚϤʺ

ζχ ψẍ τ ΪοΜϥ˯ρχᾝ ꜡Ϭꜘβ

。

◇COP27s ͎͎͎͌ ˣ ϽГ˔йІ⁯ Ⱨ ᵫ℗Ҽ

╕ˮ♆θκχ ẔψʺṓῙ τϢϥ₤ Υ︡ ΰχν

ΤσΜϜχρσϥ ᵦ ϒʺẍ τựξΜοΜϘβʻ♆

θκψʺṓῙ ⁸ϒρΰΤΞ‰ ϬʺϯϼЈи

Ϭ ϭιϘϘ μοΜϥχπβʻ˯

ᴂӛ

2023-04-12 ᾖ 稼働４

０年の運転期限を迎える。２０

年延長の方向。

̒ᴡᾮˁˁᾖ ὺ Ⱳχṁ Υ Τμθ。1995年の∫

ʾ ←を契機に、数値は見直された為。 ˁ

８００ガル

４５０ガル

５８０ガル

←ᵲ ├ρΰο ϵКиϻ˔ χᵔὨτ

͎͎͌͐ ͍Ὦ͍

M7.6

͎͔͎͒Ϲи

１０００ガル

web ᾖ Ϭ♁ϛοˮ τϢΤμθ˯

ˮ ˯ Ὣ τḇּך ᾕ∆ ʾ ῢήϭʺνΨωπ„ם

https://www.tokyo-np.co.jp/article/304462
https://www.tokyo-np.co.jp/article/303094
https://www.enecho.meti.go.jp/category/others/gx/


２０２４年０１月３１日

web ᾖ Ϭ♁ϛοˮ τϢΤμθ˯

https://www.tokyo-np.co.jp/article/304462

Τνοᾖ ὓᵊʺ χ ᾛʹˮ ˯ Ὣ τḇּךʹᾕ∆ ʾ ῢήϭʺνΨωπ„ם

https://www.tokyo-np.co.jp/article/303094

̗ ρ ΊОКиᴲ←

能登半島地震で太陽光パネルに被害相次ぐ　和歌山の山林火災では消防士が感電の危険 - 産経ニュース (sankei.com)

EV車等の火災発生の可能性について | 防災講演講師派遣、危機管理アドバイザーなら日本防災教育訓練センター (irescue.jp)
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ʾ・・石川県内では最大で3万3000件の停電。被災地では3週間以上が経過した今もおよそ5000件の停電

が発生しています。今回の能登半島地震の映像では、電柱が倒れているのを多く目にしました。携帯電話の携帯

局も当然問題がおきます。水道管の破損での断水も続いています。

◆水圧発電は、地産・地消の分散型発電装置です。電力があれば、水を生成する技術も進んでいます。

根本的な電力システムの問題から、常時の非難所の電力・水の対応や災害時の対応等、大難を小難にするこ

とができるのではないでしょうか。また、車そのものが、ꜛᾪ ꜠EVが実現すれば、災害時の電力問題も大き

く改善すると思う。

̗ꜛ ←ᵲ ῇχEVּכχᴲ←зІϼ：例えば、台風や高潮、 σςτϢϤ Ϟ כּ Υ ΰʺ ṓꜛ Υכּ した場合、徐々に自己発熱を引

き起こし、時限爆弾状態になる可能性が高いため、自宅内の車庫には停めずに周囲に車がない空き地や広いエリアに駐車して冷やし続ける必要がある。

https://www.tokyo-np.co.jp/article/304462
https://www.tokyo-np.co.jp/article/303094
https://www.sankei.com/article/20240118-SWD4RJ6DUJM2HKNG73WSTTVBKM/
https://irescue.jp/?p=2703
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エネルギー安全保障と安定供給

経済発展と脱炭素化の両立
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〇放射性破棄物の破棄場所

の問題。

〇自然災害に絶対の安全は

無い。（福島原発）

〇戦争時のӗ ʹ（攻撃

の標的や占領されてからの

盾）。

˓ᴛ χ ʻ

◆小型原子炉の導入が進み

そうであるが、これらは解

決しない。

〇化石燃料による炭素の

フェーズアウトが必要。

˓ᴛ 。　　　　　〇

燃料の輸入。電気料金UP。

ダムや発電所を建設する際

に周囲の自然環境を破壊す

る恐れがある。また、ダム

で水をせき止めることによ

り、生態系に影響を及ぼす

こともある。

〇メガーソラーの山への設置

に環境破壊。

〇有害物質を含むものもあ

り、破棄時の適切処置が必要

〇殆ど自国の製品では無い。

〇騒音・低周波振動が発生し

健康被害有り。

〇バードストライクの発生。

〇風車設置での環境破壊

〇自然景観の破壊

〇殆ど自国の製品では無い

〇海上風力の送電も課題。
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◆ ʹʾʾЮϸИБϼのみで ▀ᴟΥᴦ 。 ῙϞ

τ₮֒されず、動力利用も可能。場所に左右され

ない分散型なので ▀ πϽз˔р も可能。非

常時の水を生成・・等。

╩ἷ

ᴿ

ʹḕẽ ›

ʹ⁯

CO2

︠ ᾛᴟ

Ῑχ ΰ

χ ΰ

ʹⱢᾛꜛẚ

ꜛ ϵКиϻ˔

S+3E

ʹӗ Ω

◆エネルギー密度

（１ｍ2）は、分散型水圧自家発電機の大型化。

それ発電装置の集積・階層化で大規模発電も可

能。（データセンターのサーバーのように）

ϒᴂ 。自己充電式ＥＶに。

。は自己充電式ＥＶכּ

は自己充電式ＥＶ船。

‚Ἃは自己充電式ＥＶ飛行機。

は自己充電式ＥＶ車両。

ロシアはエネルギーインフラを集中的に攻撃しており、ウクライナの

火力発電施設の5割、風力発電施設の9割、太陽光発電施設の5割を破壊したという。

◆原子力発電所は攻撃への恫喝。占領時は盾に利用された。◆水力発電所も破壊された。

量産可

ṜⱧ‮

ϵКиϻ˔ ᶓ

ꜛ ϵКиϻ˔

大量の熱エネルギーの内、 τ /͍͏で

▪Ϥχ /͎͏ψʺζχϘϘ ρΰοᵤτּג

οϣϦϥ。その量はᾖ ͍ṁ θϤʺ͍

ḧτ͓͌Ерʺ͓̃Cu ϬᴛϛϘβ。ᾖ

ψˮᵤχΚθθϛ ˯。

人工的な圧力エネルギー

これらのꜛ ϵКиϻ˔についてもϵКиϻ˔ があり、

そのエネルギーを活用して発電すると、その恩恵を受けてい

たꜛ ḕẽψϵКиϻ˔Ϭ されたことにより、なんらか

の影響が出る。風力は太陽光の１０倍の環境破壊との指摘も

ある。これらのエネルギーを利用する場合は、影響を考慮す

ることが必要である。（川のエネルギーから「平野、土地、砂利、河

畔ができる」。風はあるから「洗濯物が乾く、花粉が舞う、空気中の汚れ

を吹き飛ばす」・・・）。

災害に強い

自然エネルギー

（太陽光・）＆

蓄電池& 本機）
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・最大出力 １０.kwh ２４０kwh/日

（大型冷蔵庫サイズ）

◆ЮϹ Ϝᴦ

・２４時間稼働、無燃料、脱炭素

・大量生産可能

・︠ ᾛ、調整電源としても
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１

炭素フェーズアウト
日本の化石燃料依存度は͔͌̋を超

えており、エネルギー密度が希薄で、

天候左右される自然エネルギーでは、

化石燃料から脱却することはできな

い。（アンモニア、水素・の代替え

検討されている）

◆そこで、 ╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑを

大型化しメガ発電可能の前提で、エ

ネルギー密度的にどうかを検討する。

ᴲ （５０万KW級）を太陽光や風力で想定すると、左記下段のように、広大

な面積を必要とする。しかし、分散型水力発電機（１７２kw)で１台２ｍ2とすると、

２９０６台で面積６，０００ｍ２となる。火力発電の４倍であるが、階層化も可能な

ので２階層なら３０００m2,４階層なら１，５００m2となり、エネルギー密度的には

火力発電と同等にすることが可能である。発電機のロータの大きさにより、さらなる

大容量の発電装置も可能である。又、分散発電装置を電力提供やグリー水素・・他

柔軟に電力を使用する生産物を調整可能。

◆天候に左右されずに、２４時間発電が可能となる。しかも燃料代は不要。

◆︠ ᾛʺ ᾛとしても可能。Ͻз˔р χ Ϝ。

◆エネルギー密度的に考えるとᾖ◓ の代替えも可能と考える

２
ṓꜛ ϒχכּ Ḋ

３

▀Ộ πΦσΜ⁯τσϤΤφσΜ４

χᶈ
自然エネルギーの供給地（地上・洋上風力）と電力の消費地は距離が離れており、送電網拡充が必要になってきて

います。東西の問題の解決も。

ᴲ ˢ ʾ ϹІʾ

ˣからの脱却が求められる。特

に石炭火力はCo2排出が多いため、

フェーズアウトがCOP26でも求め

られている。

̗͍͓͎ʼ͓͎Kwh        ͎ ʼ͕͌͒ π ͑͌ KW

̗ ͒,͌͌͌Ή2 ˢᴲ χ ͐ ˣ

ᵬ ᴟϜᴦ π ͎ᵬ σϣ͏ʼ͌͌͌m2

ϵКиϻ˔ ᶓ

ᴲ

m2

ἷ

ᴟ

ἷ

ᴟ

ＬＣＡで日本の製造業は海外へ出ていかざるをえない。このままでは火力発電８０％を超える日本での生産が困難

になり、製品を製造する使用エネルギーを脱炭素エネルギーが使用できる国に移管せざるを得ない状況になりかね

ません。欧州は国境炭素税の導入検討。

╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑを量産化。上記の大型化したメガ発電。メカニツクのみの脱炭素発電機を活用し企業が他力ではなく

自力による発電をし、この流れをスコープ１，２，３と拡張していけば可能。又、火力発電・原子力発電を ӊ （分

散型水圧自家発電機を、複数台を階層化して集積し大規模化）に置き換わっていけば、ＬＣＡの問題は解決が可能。

分散型水圧自家発電機は ╩ἷ Ṑでありꜛּזχ ψꜛּזπ βϥḼỘΥ ᴥβϦω、送電網の拡充は最小限で済むの

では。

６ ЄІГЭχ

ˮЯДиЎϵрЅ˯

S+3Eに適合
˓ӗ Ω φー 水力の為、安全。適合。

˓Ɫᾛꜛẚ φφ 圧力と水なので資源自給率は１００％。適合。

˓ḕẽ ›φφφ CO2は排出せず脱炭素。適合｡

˓⁯ φφφφφ 無燃料なので低コスト化が可能。適合。

◆︠ ᾛᴟΥᴦ πᾖ◓ χӢ Ϭὖᾚ

̗︠ ᾛᴟΥᴦ πὊↄ τꜛ ΰ ᴟτ ›

◆ ╩ἷϵКиϻ˔ρ ӽᵫ χ τ ›

５

χ

ᴟ

֫ ʾ▀Ộ

航空、船舶、鉄道 ・・等 化石燃料から ᴟϒχᾆẕが進んでいる。

これらが電化がEVのように可能になれば、分散型水力自家発電機を搭載

しで発電し、その電力を活用できると考える。

産業部門では、非電化のエネルギー使用は、極力 ᴟをする。電化では対応できないものは、

ᶨ χ ΰである。水素は、グリーン水素が必要となるが、 ╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑは自

然エネルギーなのでϽз˔ Ϭ できる。又、 ᾛとして使用してする場合は、調

整電力をグリーン水素、熱、酸素・・活用場所に応じたものを生成する。

天候に左右される

ᾝ χ Φσᴿ ╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑχ ἷᴟʾ ἷᴟτϢϥᵔὨˢӛˣ

①：自動車はEVに、分散型水圧自家発電機を小型化

し極力搭載し、ꜛᾪ ꜠EVϬםᾝ。２４時間発電

が可能なので、航続距離や充電設備や大雪の心配、

元電力１０％増・・等の問題を解決。

ψכּ̗ σϥ Ϟ χ Ϟӱ ︣ ιΪπσΨʺ

CO2を排出するのではなく、クリーンエネルギーを

発電し、走行時以外は電力をV2Xとして提供する

Ψ ἷ となる。

ἷ ᾫЂϱЇ「分

散型水圧自家発電機」

をバス・トラツク等へ

の搭載を研究。

「分散型水圧自家発電

機」の小型化を研究。

◆建機も

〇価格が高い・・車両価格の３～５割

〇充電器不足、充電時間が長い・・インフラ設備が不十分

〇品質・・・・・ᴲ←ΥṞΦϞβΜ( ⁯χ π͍ χᴲ←

π ͐ ͑͌͌͌Қ Ϟβʻ ψ͍͔͕͌Қ ᴲτ͎͏

Ϝχ Ϭ Ϟβˣ

〇原材料が不足・（コバルト、ニツケル、リチウム）希少金属

〇航続距離・・・バツテリー容量に比例

〇ӗ τ ・・リチウムイオンバツテリーは人体に有害

物質を含む。火災や爆発、発火リスクあり。

〇環境汚染 ・・電池の破棄時に問題

〇充電する電力不足（再エネ電力１割増）

◆日本では、大雪があり完全ＥＶ導入は困難。

ᵔ

Ὠ

ЫϱЗІ ԍ

ФжІ ԍ

１㎡あたり

ӊ χםᾝ ᴂ ˢᴦ ˣ

ϒ
ᾖ ϒ

ꜛᾪ ꜠͚ͫ

ӊ χםᾝ

ᴦ τ

ᾝם
ᴦ

ガソリン車 走行時排出

͚͗ͫ バツテリ製造時に多く排出

Co２排出

BEV１０万キロ走って、ガソリン車と同じくらい、それ以上走ると

だんだんBEVが良くなるといわれている。

͎͐΄ ͚ͫ “Ⱳ CO2 ΰ 走行時以外は,͎ͫͭが

可能。自然エネルギー

を社会に供給可能。

ꜛ ϵКиϻ˔χ

２０２２年１月、世界の各地で異常な積雪がありました。潤沢な電気を

車の内外の利用できなければ、完全なＥＶ化は無理と感じました。

ꜛᾪ ꜠͚ͫ

仮

ꜛᾪ ꜠͚ͫ

╩ἷ ӊꜛᴪ ṐϬ ἷ

ꜛᾪ ꜠͚ͫ
ἷ ᾫЂϱЇの「分散型水圧自家発電機」

をバス・トラツク等への搭載を研究

●自然エネルギーをꜛϣ ΰ ʻ

˓ “Ⱳӟᵰψʺּזᵓτ ằϜᴦ

ˮ ╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑ˯の

ἷᴟを研究し極力可能な自動車に搭

載

CAS  E

電力システムの未来像は、分散水圧自家発電機を実用化し、大型化、小型化を研究し新しいエネルギーのGX産業革命を起すことである。ͨ˴͏͚π︠ ᾛᴟΥᴦ σ ╩ ですから、既存の自然エネルギー（太陽光、風力、バイオマス・・等より、

はるかに安価で、安定した優れている発電機です。火力発電、原子力発電も出来る限り置き換え、֫ ψꜛᾪ ꜠EVs ʺἋ‚ʺכּ כּʺ ˣとなり走行時は航続距離を気にすることなく、走行時以外はV2H,V2B,V2Gへの使用を可能に。又、V2V

としてEVや農業機械ヤバイク車・・等にも電力提供を可能にする。 ⁯χ ᴟϜὊↄ ρχ Υᴦ となる。 ΤϣЯДиДиЎϵрЅΰ、世界へGX▀Ộᶗ ϬṞβことができるのではないかと考える。

世界はEVへの転換が進んでい

るが、日本は遅れをとってい

る。

航続距離や充電設備や大雪の

心配、元電力増加の課題を抱

えている。



Scope1：事業者自らによるGHGの直接排出

Scope2：他社から供給された電気・熱‥使用のGHGの関節排出。

Scope３：ｽｺｰﾌﾟ1,2　以外のGHGの間接排出

　電化では対応不可の高温が必要

EV船の新時代到来!! 高電圧電動推進システムの小型船舶最大級旅客船が就航。今後の小型船舶のEV化が加速する。｜ＥＶ船販売株式会社のプレスリリース (prtimes.jp)

建設機械メーカーが電動ショベル相次ぎ投入 脱炭素社会対応で | NHK | 脱炭素社会への動き 特集「電動航空機」 | JAXA航空技術部門

曲げられる太陽電池開発、トヨタが京大発新興企業と協業へ…ＥＶ搭載目標 : 読売新聞 (yomiuri.co.jp)世界初のEVタンカー2番船「あかり」竣工 もう船の仕事は特殊じゃない！ 物流を守るために必要な“革命”〈PR〉 | 乗りものニュース (trafficnews.jp)

╩ἷ ӊꜛᴪ ṐϬ ἷᴟ

ꜛᾪ ꜠͚ͫὺṐ
ἷ ᾫЂϱЇの「分散型水圧自家発電機」

をダンプトラツク等への搭載を研究

●自然エネルギーをꜛϣ ΰᵰ ʻ

˓ “Ⱳӟᵰψʺּזᵓτ ằϜᴦ

ˮ ╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑ˯の

ἷᴟを研究し極力可能なὺṐに搭載

大まかな比率

A社 B社 A社 B社 A社 B社 A社 B社 A社 B社 A社 B社 C社

７５％ ７０％ ６８％ ７０％ ７７％ ８０％ ８０％ ７９％ １０％ ９％ ２３％

１２％ ９％ １％ １％ １％ １％ ９０％ ９１％ １７％

２５％ ３０％ ２０％ ２１％ ９８％ ９８％ ２２％ ２３％ １９％ ２０％ ６０％

発電の燃料 製鉄の燃料 自動車の排出 船の燃料 飛行機の燃料 電力会社から購入

している電力

電力会社

ˢ ˣ ︣ḼỘχ͎ͤ͘ χ ἱΰ

製鉄 自動車 船舶 航空 鉄道

ͨͺΌΎͼ͍

ͨͺΌΎͼ͎

ͨͺΌΎͼ͏

２％

͍͍ʽ ᵓχזּ ᴿ ᵔὨχᴦ Ϭ―╔˔͎

・最大出力 １０.kwh ２４０kwh/日

（大型冷蔵庫サイズ）

◆ЮϹ Ϝᴦ

・２４時間稼働、無燃料、脱炭素

・大量生産可能

・︠ ᾛも調整電源としても

╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑ
ᵓχᴿזּ ρᵔὨӛˢᴦ ˣχ―╔˔͍ χ͍ˮ Тϴ˔ЇϯϳЕ˯ʺ

͎ρ͏χˮ χ ᴟ˯τνΜοʺ͏ντ ΪᵔὨӛϬṜ∏ΰθʻ

ʿϵКиϻ˔ χ―╔ʻ ᾖ ʾ ψᴦ ʻ

ʿ▀Ộ χ―╔ʻ ╩ἷ ӊꜛᴪ ṐτϢϥ ӊ πʺ ▀ πϽз˔р

ʺϽз˔р Ϭ βϥʻ

ʿ֫ ʻꜛ ʺכּ ʺ “Ṑʺ ʾʾכּ ᴟχᾆẕΥ ϭπΜϥʻζάτʺ

╩ἷ ӊꜛᴪ ṐϬ ∏ΰʺꜛᾪ ꜠͚ͫ˓˓τβϦωʺ ʾ‚ ẩ

ϬᵔὨβϥάρΥπΦϥʻ

χ₉ σᴿ ψʺ ʾꜛ ϵКиϻ˔ˢ ӊ ˣχםᾝ

τϢϤᵔὨχᴦ Υ‰Ϙϥʻ

ᵵ

ᴲ （５０万KW級）を太陽光や風力で想定すると、左記下段のように、広大

な面積を必要とする。しかし、分散型水圧発電機（１７２kw)で１台２ｍ2とすると、

２９０６台で面積６，０００ｍ２となる。火力発電の４倍であるが、階層化も可能な

ので２階層なら３０００m2,４階層なら１，５００m2となり、エネルギー密度的には

火力発電と同等にすることが可能である。発電機のロータの大きさにより、さらなる

大容量の発電装置も可能である。又、分散発電装置を電力提供やグリー水素・・他

柔軟に電力を使用する生産物を調整可能。

◆天候に左右されずに、２４時間発電が可能となる。しかも燃料代は不要。

◆︠ ᾛʺ ᾛとしても可能。Ͻз˔р χ Ϝ。

◆エネルギー密度的に考えるとᾖ◓ の代替えも可能と考える

̗͍͓͎ʼ͓͎Kwh        ͎ ʼ͕͌͒ π ͑͌ KW

̗ ͒,͌͌͌Ή2 ˢᴲ χ ͐ ˣ

ᵬ ᴟϜᴦ π ͎ᵬ σϣ͏ʼ͌͌͌m2

ϵКиϻ˔ ᶓ

ᴲ

m2

ἷ

ᴟ

天候に左右される

╩ ӊꜛᴪ Ṑχ ἷᴟʾ ἷᴟτϢϥᵔὨˢӛˣ

１㎡あたり

１７２.７２kwh

ᾖ

ᾖ

ʾ

χ

ᴦ

ϵКиϻ˔χ

ӊ

̗ ▀ χ

╩ ʻ
〇Ͻз˔р を安価で大量に供給可

能。

〇 ᾛとして、夜間に一部を水素、

酸素、水、熱・・活用が可能では。

〇Ͻз˔р を

安価で大量に供給

可能。

〇 ᾛとして、

夜間に一部を水素、

酸素、水、熱・・

活用が可能では。

‫

Ộ Ͻз˔р

熱

地産・地消で グリーン水素を生成

ṛ

ʾ ṛ

ӊ χᶨ

ꜛ כּ

▀ʾ χ ╩

‚Ἃ

∏

︣

技術の進歩

・

ʾӗᴣ

ʾ

ʾ͎͐Ⱳḧᴶ

͚ͫЌрϸ˔

∏ΰ

自己充電式EV

・無燃料

・安価電力

・脱炭素

・２４時間稼働

“Ṑ

∏ΰ

自己充電式EV “Ṑ

ʾ

ʾӗᴣ

ʾ

ʾ͎͐Ⱳḧᴶ

כּ

∏ΰ

自己充電式EVּכ

・ṓ כּ

ʾЅ˔Љи

КБЕ

運輸部門の自動車、船舶、航空、鉄道

についての、電化のネツト情報。その

EVに分散型水圧自家発電機を搭載すれ

ばꜛᾪ ꜠͚ͫとなり、蓄電池容

量・航続距離の課題から解放される。

ϵ

К

и

ϻ

˛

χ

―

╔

▀

Ộ

χ

―

╔

͍

͎
ӊ

ӊ χᶨ

ᾝם
ᴦ

ӊ χםᾝ ᴂ ˢᴦ ˣ

χ

ᴟ

ꜛ

ᾪ

꜠

͚

֫

χ

―

╔

͍ ͏ ͎͎

͏

産業部門

運輸部門

Ͻз˔р

エネルギー転換部門

資源エネルギー庁資料

資源エネルギー庁資料

╩ἷ ӊꜛᴪ ṐϬ ἷ

ꜛᾪ ꜠͚ͫ
ἷ ᾫЂϱЇの「分散型水圧自家発電機」

をバス・トラツク等への搭載を研究

●自然エネルギーをꜛϣ ΰ ʻ

˓ “Ⱳӟᵰψʺּזᵓτ ằϜᴦ

ˮ ╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑ˯の

ἷᴟを研究し極力可能な自動車に搭

載

CAS  E͎͐h ͚ͫ

ᴲ ʾᾖ◓ を ʾꜛ ϵКиϻ˔ˢ ӊ ˣに

切り替えることは、可能になる。

ベースロード電源。調整電源としても可能。

▀Ộ

χ ᴟを進める。会社・工場・・等に地産地消の分散型

水圧自家発電機を活用。 ӊ χ Ṩχṛ π 。電

力でカバーできない高温対応は、水圧発電所のグリーン電力

を使用しϽз˔р Ϭ ▀ π し活用

֫
ꜛ ʾכּ ʾ‚Ἃʾ ψ、それぞれの電化が進んでい

る。これらにも、分散型水圧自家発電機を搭載し、ꜛᾪ

꜠͚ͫへの可能性を追求。

ׄ

ᴠ

考え方

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000005.000044894.html
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20230111/k10013946101000.html
https://www.aero.jaxa.jp/spsite/eclair-sp/
https://www.yomiuri.co.jp/economy/20230627-OYT1T50204/
https://trafficnews.jp/publicity/asahi-tanker2304


̗͎͌͏͌ 温暖化ガス排出

１３年度比͐͒̋ᾚ、さらに５

０％減へ挑戦。

̗͎͌͏͑

͑ G7ṓῙ・エネルギー・

環境大臣会合は、ᴛע῟ᴮϹІ͒

͌̋⌡ᾚ（２０１９年比）を緊急の課

題とした。

２０２１年

２０３０年

２０４０年

͎͌͑͌ に

実質ＣＯ２

排出ＺＥＲＯ宣言

脱

化

石

燃

料

２０５０年

・最大出力 １０.kwh

（大型冷蔵庫サイズ）

◆ЮϹ Ϝᴦ

・２４時間稼働、無燃料、脱炭素

・量産可能

・︠ ᾛも可能（ﾍﾞｰｽﾛｰﾄﾞも）

χϵКиϻ˔ᶗ Ϭ ᵦτ˂ ζΰο ⱱ ᴦ σ ẔḕẽϬ χ◓ằ ϒ

͎͐΄ ͚ͫϬםᾝ

ἷ ᾫЂϱЇの「分散型水

圧自家発電機」をバス・トラツ

ク等への搭載を研究

●自然エネルギーを自ら発電し

充電不要。

̓ꜛ ԁכּ Ϭ Ψ ρΰʺCO2 ЫϱЗІ

ԍϬ ΰʺФжІ ԍτ Πϥʻ

χכּ “ⱲӟᵰψṌ χ τϜᶨ Ϭᴦ τβ

ϥʺӱ βϥꜛ ϵКиϻ˔͎͐Ⱳḧ Υᴦ σּכ

ρσϥʻ

ˮ ╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑ˯の

ἷᴟを研究し、可能な自動

車に搭載。

ⱳ ꜛ ᵼEVכּ

Ṍ χ ϒФжІτ

̗͎ͫ͝ˢШ˔Эˣ

̗͎ͫ͗ˢƱǄƿƩǄƘǃƞǄˣ

̗͎ͫ͜ˢ ˣ

זּ

ᵓ

τ

ІЫ˔ЕЄГϱ

ᴟᵼ ᴟ

ƞǄƾƖǃ

・農業機械/ὺṐ

・バイク車

・等のEVに

V2V（車ᵼ車）

͎ͤͥ͒͘ ͍ʽ͑ᴈV
2
X

▀Ộ

֫

ᾖ◓ χ Ϝ

ᴦ

化石燃料由来の

エネルギー消費量を減らし

自然エネルギーを拡大

╩ἷ ӊꜛᴪ Ṑχ ▀ᴟ、及び ϒ

χᴂ 研究を進め最終エネルギー消費の脱化

石燃料を実現させる。

①：֫ は、ꜛᾪ ꜠EVへ。車は、分散型水圧自家発電機

を小型化し極力搭載。͎͐Ⱳḧχ が可能なので、航続距離や

充電設備や大雪の心配,元の電力問題１０％増・・等からも解放さ

れる。 ʺ‚Ἃʺ ・・も可能では。

ψכּ◆ σϥ Ϟ χ Ϟӱ χ︣ ιΪπψσΨ、Co2を排

出するのではなく、クリーンエネルギーを発電し、走行時以外は

電力を͎ͫͭとして提供可能にする Ψ ἷ となる。

֫

未来への分岐点

ὊↄˢϵКиϻ˔ˣρḕẽˢ ˣχ ʺꜛ⁯χϵКиϻ˔ӗ χ ϒʻם

ᴟ ϵКиϻ˔Ϭꜛ ϵКиϻ˔χᶨ τ Ϥ Πϥʻ

CAS  E

ﾓﾋﾞﾘﾃｲ
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調整電源として活用した場合、（仮に夜間）

・止めないで、その余剰電力から、グリーン水素、酸素、

水、熱（給湯）・・等 活用に制御できるのでは？
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動力として稼働以外の活用として、電

力供給やグリーン水素生成・・考えら
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χ ◊τψ、エネルギー資源の存在が常に

ある。新自然エネルギー（ Ῥӊ ）の活用に

より平和な世界の実現を。

ロシアのウクライナへの侵略、

世界の影響を見て
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資源エネルギー庁資料

エネルギー転換部門

産業部門

運輸部門
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1987 ˢCOP3 ϢϤӟ ˣӟ ʺ35 τ Ϥḕẽ ⱧỘχᾆẕτ Ⱨ。特に、温室効果ガス削減は、昔の自然環境を取り戻す為の喫緊の課題であり、究極の研究テーマと位置付け、サンコスモ研究所（太陽系

宇宙を名称とす）を個人で発足しました。最初は、『小川のせせらぎに生息するメダカ』を取り戻す為の水質汚染の元凶COD/PODを除去する研究や、PCP 類の空中汚染、特にダイオキシン除去装置の研究で『真

空溶融炉』を開発、焼却灰の無害化等を手掛け、行政の焼却炉改善や廃ガス規制・炭素集塵機等にも関りました。私は、これ等、個別の研究から得たものは、『鼬ごっこ』ではない、進化発展し続ける産業/生

活から排出される有害物質を、どのように弊害なく処理し、新たな排出物を生まない対応/対策は、何か？を問い続けてきました。1997 Ằ ṳ によって、参加国間の取り決め目標が示され、温暖化の風潮

は一気に国際社会に認識され、脱炭素社会の重要性が叫ばれ始め、対応/対策に苦慮し乍らも、原発依存の時代でした。簡単に言えば『燃やさない』ことで解決できますが、不可能なことです。が、減らすこと

はできます。真の対策を突き詰めれば、˰ ᶨχ₢ᾛϵКиϻ˔˱ϬςχϢΞτᾋ ΰʺ Πʺ ΤβΤΥⱱ ᴦ  ᵓϬזּ βϥθϛτψ ᴦὧρχὫ Τϣʺ™ ᴦ ϵКиϻ˔Ϭ τᾋ ΰʺ ϵ

Киϻ˔χ ᴟτ ΰϘΰθʻこの˰ ϵКиϻ˔˱の代表的な位置エネルギー、とりわけ ӊ χӊ ϵКиϻ˔は、何処にでも存在し、ダム水力発電のように稼働もしています。άχᾆẕϬ͎
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